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結　　　論
1. 確定的なパラメータの不規則振動解析のわずかな繰返し計算だけで，パラメータの不確定性
を考慮した非線形不規則振動を解析することができる手法を提示した。限界状態関数を
Response Surfaceで近似することにより感度解析の問題を避け，パラメータの不確定性を考
慮できる耐震信頼性の評価法を提案した。

2. パラメータの不確定性を考慮すると，不規則応答の標準偏差及び最大応答の平均値には影響
少ないが、最大応答の偏差は大きくなる。 また，考慮する不確定パラメータの数が多けれ
ば多いほど最大応答の偏差は大きくなる。
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研 究 目 的
　構造物の耐震安全性を合理的

に予測することは地震被害を低

減するための対策を立てるうえ

で重要である。

　一般に耐震信頼性評価では，

構造物の力学モデルのパラメー

タはもとより，動的解析に関わ

る減衰定数，周波数成分と継続

時間などのパラメータも一般に

確定値と仮定されている。これ

らのパラメータの不確定性の影

響を考慮して，適切に構造耐震

信頼性を評価することは本研究

の目的である。


